
レジメン名称: MTX+5-FU（フルオロウラシル）交代療法_q1w      胃癌 

ID             患者氏名           様 （性別    ）  

身長       cm  体重       kg  年齢       歳  体表面積    m2 

 

薬剤  投与量 

投与日                1 コース 1 週

間 

Day 1 2    ･ ･ ･ ･ ･ 8 

メソトレキセート 100 mg/m2 ↓     

フルオロウラシル 600 mg/m2 ↓ 

ロイコボリン  10 mg/m2/回     ×↓↓↓↓↓↓     

メソトレキセート投与 24時間後から開始し 6時間ごとに 6回投与 

レジメンオーダ以外に必要な処方 

Day 1：ダイアモックス 250mg 内服 メソトレキセート投与前・投与 5 時間後の 2 回分 

Day 2～：ロイコボリン 10 mg/m2/回 メソトレキセート投与 24 時間後から開始し 6 時間ごと、6 回分 

 

注意事項 

点滴前後に内服があります 

 

 

  

 

 

 

  

投与方法：1 日目～ 

1 日目 

 

1 生食 100mL   メインルートをプライミング後、止める 

2 ダイアモックス 250mg 内服 

3 グラニセトロン 3mg/100mL 1V、デキサート（1.65mg）4 A  

30 分かけて点滴、下の側管から投与 

4 メソトレキセート       mg，生食 50 mL  

15 分かけて点滴  

上の側管から投与 

5 1 の生食を使用し、ウォッシュアウト、ゆっくり滴下、15 分ほど、その後とめる。 

あとで使用するのですべて使い切らないこと 

6 7% メイロン 20mL  2A、生食 500mL 

120 分かけて点滴、下の側管から投与 

7 フルオロウラシル       mg，生食 40 mL  

15 分かけて点滴  

上の側管から投与 

8 1 の生食を使用し、ウォッシュアウト、ゆっくり、適宜途中終了可、残は破棄 

9 ダイアモックス 250mg 内服、メソトレキセート点滴終了５時間後に内服 

2 日目～  10～ ロイコボリン 10 mg/m2/回 内服 

メソトレキセート投与 24 時間後から開始し 6 時間ごと、計 6 回 


